
インタークーラとは?
なぜターボエンジンはJi!フーがでる 一戸ツプができる。しかし、この場合 は悪化し、パワ は低下する。同時!こ るものなのである。

のか?まず、この原点にかえってみる のパワ 戸ツブは、主として全負荷時 高温の空気はノツキングを発生しやす インタークーラの構置はベオG令工ン

事にしよう。いまさらではあるが、工 のみであり、最大過給圧に達するまで いため、点火時期を遅らせなければな ジンのラジ工ターとほ悶司じもので、

ンジンのパワー (出力〉は空気と燃料 ¢部分負荷時のドライバピリティの低 らなくなり、更!こパワーの低下へとつ 空冷タイプと、オG令タイプの2つがあ

をシリンダー内で燃焼させて、その際 下などにつながる。そこで邑メ力 ながるのである。これを防正するのが る。空冷タイプは走行風を直接インタ

発生する燃焼圧力によってピストンを とも、非常に多〈の実験を重ね、適切 インタークーラだ。インタークーラを ークーラに通して冷却するもので、構

押し下げることで発生させる。この鳳 制王縮比と週給圧を設定している。又、 装着する事により、加圧され高温lこな 造ガ簡単であり、メインテナンスも不

単純にいえば、ハィパワーを得るには 別の男方ガらノッキングを防立する方 った給気温度を下げ、更に週給圧をよ 要、重量も軽い等のメリットから、レ

いかにたくさんの空気と燃料をシリン 法として、大きく2つの方法ガある。 げる事ガ可能となり、それは実質的な シンクカ をはじめとし¥酌州の高

ダー内に吸入できるかによって決定さ Tつはノックセンサーにより、ノツキ 吸入空気量ガ増加する事へとつなガり 性能研反タボ車まで広く利用されて

れる。そしてこのうちで、燃料の量は ングの発生を感知して、電気的信号に 充農効率の向上によってパワ戸ツブ いる。適切な容量を確保し、かつ効果

空気の量口i(i;iじて謂節しながらイ共給す より点火時期を遅らせ、ノツキングの となる。同時に給気温度の低下lこょっ 的lこ走行風を利用できるスベスを確

るものであり、問題となるのは空気の 発生を抑える方法で、ほとんどのタ て、ノッキングの発生も少ないものと 保する事ガできれば、非常に効率の良

量である、つまり、いかに双庫良<空 ポエンジンで採用されている。しかし なり、より適切な点火時期ガ選べ、更 いインターフーラと言える。これに対

気を吸入させるかガ問題なのである。 この方法では、ノッキングの発生を抑 にパワ戸ツプガ可能となってくる。 して、水冷タイプは、その冷却用後の

ノンターボの工シジンでは、この空 えると同時に/iワーダウンにも継がる この様にインタークーラとは、ターボ 湿7)くの熱を外に股熱する必要ガあり、

気の吸入は、ピストンが下降すること ので消極的な方法ともいえる。これに エンジンにとって、ターボを装着した これに工ンジン冷却取を釈明すると工

によって発生するシ1)ンダー内の負圧 対して積極的な方法でノッキングを防 事によって得られるメリットをより刻 〉ジン水温(通常800C)以下にできな

lこよって、クランクシャフト1回転当 上仁し、更!こパワ一戸ツブを図ろうとす 果的にひきだすものであり、ターボ工 くなり、メリットガ半減する。そこで

りの理読上吸入できる空気量が排気量 るのガインタークーラである。インタ ンジンのチュー二ング〈本当の意味で インターク ラ用¢ラジ工ータを追加

×エンジン口語数xO.5C4サイクJ[A ークーラの働きは、次の様なものであ のチュー二ンゲ(調律〉である〉には欠 すること!こなるのだガ、それのみなら

場合〉だが、実際lこ吸入される空気量 る。ターボによって加圧された空気はべ かすことのできないものなのである。 ず、専用の水ポンプもillI，要となるなど、

は、それよりも少ないものとなってし 断熱旺縮された事によって温度ガ上昇 つぎり、ターボ工ンジンを本当の意味 僑造ガぎすぎす複雑になり、コストも

まう。このロスをできるだけノ少なくす し、みかけの空気量の増加に対して、 でターボエンジンらしくさせる疋めに 高く、水補給等のメインテナンスにも

ることが、エンジンの効率上非常に重 燃焼に本当に役にたつ実質的な空気量 切っても切り離せないもので、逆にタ 手聞がかかる。この為ヘ使用例も一部

要で、これを一般に、充震知率Hと言う。 C酸素の量〉の増加は少ないものとなり、 ーボ工ンジン本俸も、インタークーラ レーシング力ーにみられる程度で、市

璃効率=5522楚2222~X 1∞% もし、過給しても吸入空気の温度施 装着を前提としだチュー二ングを施し 騨では似し、

ノンターボエンジンでは、最高でも、 らないと仮定レ定時に比六て充煩効率 てはじφてその効果を充分に発療でき

85---95%程度である。そこで登場する

のがターボエンジンである。ターボエ

ンジンでは、吸入空気を圧縮すること

によって、より多量の空気を吸入する

ことが可能であり、充煩効率を大巾に

上昇させて、ハィパワーを生みだすの

である。しかし、このガソリンターボ

エンジンガハィパワーを生み出す時に

避けて通れないのが、ノッキングの問

題である。ノツ

~ 

インタークーラシステム図

。排気ガスrJ)エネルギーでタービンが回転。
@同時にコンプレ yサも回転してエアク ，)ーナ

からの吸入空気を加圧。インタ ク ラヘ。

@加圧されて高温となり 膨張した空気を
インタークーラで冷却。

。温度低下により空気体積は減少し、高密度の空気を
多量にシ 1)ンダーへ。吸入効率を向上させる。

Congraturations!! 

Startlng CMSC Journal 

ここのところヨーロッ!i全体は例年にない暑

さガ続いていぎすが、日本のCMSCの皆さん、

お元気ですか中

日本は、そしてれMITSUBISHI"は、私にと

って特別な、とても大きな意昧を持っています。

栄光のサザンクロス、そしてサフコフリと、思い

出はっきることガありません。先日の1000湖ラ

リーは惜しい結果となりましたか¥この貴重な

経験は決してムダにはしないつもりです。次の

~ d翻V ~ ~ 

ー~刀
、、

チャンλを雷さんにι二耳E待いただきたいと思っ

ています。

ジャーナルガいよいよ発刊されるとのごと、

大変喜ばしいことです。皆さんのコミュニケー

ションガ必ずやれHightuned"されだもの1こなる
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'-'AF 係 1984年全日本スピード行事選手権規定の制定について

すでに規定本文はJAFスポーツに公
示されましたが、大分改正個所ガ多い
ので説明したいと思います。規定本文
と対比して参照して下さい。

1 ，地方選手権

(1)各地獄の開催数 〔規定本文第5条 5-1)
地方選手権の振興をはかるだめ、当該選手

権の開催叡を5戦lこ限定せず、より多くの選

手権を認定するだめ、現行規定の5戦以内を

3戦以上旬戦以内としましだ。

まだ、開催数の僧大により、参加者ガより

多く地方選手権|こ挑戦できる機会を与えるこ

ととしましだ。

(2)地減区分 (規定本文5-2-1および規定本文

5-2-2)地方選手権の地区をJAF登録クラブ

地威協議会の地獄区分とあわすこととなりま

した。定だし、スラローム競技第7種のD地区お

よびE地区は開催場所等の関係から複数の地

獄協議会で構成されています。

。)開催場所 (規定本文5-2-3)競技開催場所

を確保することが容易でない地区については、

他地区における開催を認め、地方選手権の開

催促進をはかることとしました。

だだし、地方選手権の得点の対象となるのは、

本来の開催地区にスポツ資格を登録してある

参加者に限定されますので、注意してください。

(4)得点 (規定本文5-6-1)各地区における地

方選手権競技会の開催叡の多少にかかわらず

妥当な得点とするべく下記のようlこしました。

1 f，'( : 20点 2 f，'i.・15.'，'，i. 3 f江・ 12.'.'.I，

4 f，'f. : 1O.'!.i， 5 f，'i. : 8 .'，'，i. 6 f，'i. : 6 .'，'，o， 

7 f，'(: 4 .'，'，o， 8 f，'( : 3.'，'，i. 9 f江:2，1，1，¥ 

1Of，'i.: l.'，'，i. 

(5)得点の集計 (規定本文5-6-2)地方選手権

の得点合計の対象となる競技数は、現行規定

では3競技までと怠っていますが、開催獄の

改定に伴い、開催数の多い地区ガ出てくるだ

め、当該部門の競技の合計叡の印%としましだ。

2，全日本選手権

問選手権競妓会の認定 〔規定本文第6条〕

r-Mc:r-との出合い

私ガラリを始めてから旬年か潅過

してしまった。何歳からラリ を始め

プライベート時代はブル-/Iード ・コ

ロナ ・コンテ、シサ ・ベレツト・コルト・

カローラ ・サ二→也ありとあらゆる車

でラリーに出場、ドライバーιナピを

半々位lこ経験。というのも自分でラリ

ー車を持っていなかった潟、ラリー出

場はいつも他人の車という事になっ芝

からである。

当時のラリーはごく一部を除きナピゲ

ーション主体のお遊び的なラ1)ーが多

かった。車についてもサスペンション

エンジンともほぼノーマルに近い車が

中山であり、参加者同士も和気あいあ

いとラ1)ーを楽しむ様な雰囲気であつ

だ。そんな申にもCMSC、TMSC

〈トヨタ〉、 SCCNC日産〕、 NDCC日

産〉、PI¥I1CSCプリンス〉などメ力

一系のチームからチユ ン戸ツブしだ

ラリ車の参加が増えつつあった。省

エネ ・騒音公害などか胃題とはならな

かっだ時代であり、メーカー系チーム

の車のエンジンlet相当なパワ一戸ッフ

ガ計られており我々プライベートドラ

イパ lことってはあこがれの的であっ

た。

私lことって大きなチャンスガラリーを

始めだ翌年に訪れ芝。それはCMSC

篠塚建 次郎

=三菱チームにナピとして採用される

事lこなつだのである。まだ20歳lこなっ

たばかりであった。当時の三菱チーム

は毎年シーズンガ始まる前のオ月に合

宿を行っており、私も初めてメーカー

チームの合宿に参加し芝。そこでは実

戦を想定し芝模疑ラリーが行われだが、

まずその指示速度の高さにピックリ。

8以m/h、90km/hなどがほとんどで

ある。私の役目(ナビ〉はいかに阜く目

標物を見つけドライバーに曲がる指示

を与えるかだけであつだ。またチュー

ンアップされたラリー車のす:ばらしさ

にも廊叡した。それまでほとんどノー

マ)1.，1土様しか乗つだ事のない私にとっ

ては、パワ一、サス、内装、タイヤ等

全てがおどろきであった。約1年間の

ナピ生活の後また大きなチャンスガ訪

れた。ドライバーの加藤爽平さんが家

業を継ぐとの事で三菱チームをやめる

事になり、その代わりに私ガドライバ

ーを務める事になった。これlこより三

菱チームは歌原 ・木全・片)11・鈴木・

篠塚の5チームにより構成される事と

なった。

車|まコルト竹00のハイチューン車であ

つだガ、お世辞にも乗り易いとは言え

ない草であり、極度のオ-/Iーステ7フ

でリヤからコーナー|ご進入する事もし

現在、全国の参加者を対象に盛んに行われ

ている競授会のうち、 全日本選手権としてふ

さわしいものにそのタイトルを出すべく、参

加資格を実状にあわせ改定しましだ。

6-1-1スラロ ーム鋭校約 1的 ・作地 J;j並
T仰の符;';ISI"Iおよび件クラスで I:j，'(5 f ，~ 
までに人口したもの。 なお、 I:f，'( 5 Fr以
内の I"iが参}JII不能の場合は、 1，，16f，'(以 ド

の も のを繰 り I~ げて参加 をみめる o
スラロ ーム鋭H首ii2fof; : ~守地 )jjjt r般

の件~llI"lおよび作クラスで U，'(2 f，'( ，まで

に人'ftしたもの。 伝お、 I:f，'( 2 f，'(以内ω
れが参加1 イ; fìi，: ())J品{-~(;t. looJ 3 f，'(以 !"U)も

のを繰 り|げて参加を必め る

(2)参加資格 (規定本文6-1) 参加者は6-1-1
による参加資格を満足していない場合でも、

当E草地獄クラブ協議会ま疋はスポーツ委員会

ガ認めた場合に限り全日本選手権lこ参加でき

得る場合があり、参加者|ご優位な参加資絡に

なつだと云えます。

6-]-2 ~村山 )jjjt r併の I:f，'，:人位 打て¥ ・"，

，;bJ也域 クラブItL，;lit会においてHI.Iねさ れた

ばしばであった。しかしこのじゃじゃ

馬に乗る事により、自分のドライピン

グ技術ガ大巾に飛躍したと思う。また

ハイチューンの車をこわさずにゴール

までだどりつかせる事も身についた。

その後三菱チ ムの車はギ寸フラン1500、

ギャラン1600、ランサ-1600と引き継

がれて行<事になる。

メーカー系チームに所属して知らず知

らずに身lこついだのは、「勝つ事Jつま

り勝つ為|ごラリ !こ参加する事である。

ぎだ自分の成績ガチム以外の人=メ

ー力ーの技術晴 、宣伝関係者等lこ影響

を及ぼすという事つまり優勝すれば、

いかにそれを宣伝に使うかを考える人

がおり、 リタイヤすればなぜリタイヤ

したのか、どこが悪かったのかを真剣u
に害える人ガいるという事である。ブ

ライベ トチームとは違つだ緊張ガメ

ーカ一系のチームlこは存在する。CM

ものD

6-]-3 -1そ H本選下1Mum r，'(I) "， "，'，にJよづ
きスポー ツ委Lt会が特 にn，{!.めたもの

6-1-4ただし‘ I:.iJJ6-]-2、6-]-3をJ塩川す

る選Tであっても(j-]-](1)参加1I栓先順位を

妨げ るものであ ってはな hなL、。

(3)開催資格 (規定本文第ア条 7-1-2) 開催

資格の特例として、全日本選手権競技会とし

てふさわしいものlこついては、加盟クラブに

よる準園内競授もその苅象となり得ることと

しまし定。

(4)選手権の成立 (規定本文子会2)全日本選

手権競技の各クラス別の成立数を10名に緩和

し、成立を容易にしました。

延期、申止、取り止め (規定本文第9条)

選手権競技として登録申請された競技を安

易に「中J.tI取りJ.tめJすることガないよう

組織許可申請以前の中正、取りJ.tめも罰則の

対象となることになりまし定。

本欄は、今後必要事I真に焦点を当て、
掲載していきます。

本人お気に入りのサザンクロス当時の顔

11年配、第9回JMCマウントサファリラ1)ー

1こ出場しだ筆者(在〕

SCとの出合いは全くの偶然からスタ

ートし早くも何年のつき合いとなって

しまったが、ぢ後もCMSC発展の為

に努力をして行きたいと思う。
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